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  スリランカでは 2009 年まで 30 年近く、国内の武力紛争によって非常に困難な時代が続きまし

た。これによりスリランカは、世界で最も危険な場所の一つになってしまいました。紛争により民間

人を含む多くの人の命が失われ、また国のインフラストラクチャーも莫大な損害を受けました。 

 

  戦争中に最も苦んだのは女性と子どもたちです。女性や子どもを含む多くの民間人が国内避難

をさせられ、難民キャンプでの生活を余儀なくされました。女性はキャンプにある限られた資源で子

供に食事を与え、障害を負ったり負傷した兄弟の世話をしなければならず、とてつもない苦労を強

いられました。さらにセクシャルハラスメントや暴力にも苦しめられたのです。 

 

  戦後開発期間中に政府が直面した最大の課題は、国内避難民 (IDP) のための住宅や他の施

設の提供でした。こういった人々の財産は戦争によってダメージを受けており、また土地さえも地雷

のせいで安全ではないため、すぐに自分たちの家に帰ることができなかったのです。  

 

  女性たちは難民キャンプでとても苦しい思いをし、自分の村に戻って普通の生活に戻ることを切

望していましたので、再定住プログラムでは大きな役割を果たしました。彼女たちは様々な方法で

再定住活動に参加したのです。一部の女性は土地開墾や仮設住宅の建設にまで参加しました。年

配の女性は料理や子供の世話をしました。彼女たちはこれらの仕事に従事しながら徐々にグルー

プを形成し、自分たちの問題を議論し、関係当局に訴えるべき問題を選別しました。この動きによっ

て、生活を再構築するための支援を得る支えとなる女性リーダーが現れてきたのです。 

  

  この時点では、島全体のすべてのコミュニティーにおいて、多くの女性が「戦争未亡人」やシング

ルマザーとなり、世帯主となっていました。多くの若い男性は、戦争や地雷被害による障害や怪我

のために仕事も結婚もできず、家族を養うこともできなくなりました。このような状況であったため、

女性は自分が生き延びるためだけでなく家族の生活のためにも、多くの課題に取り組み始めました。

これにより男女の役割が再定義され、女性は家族をサポートするために、伝統的に男性の役割や

仕事とされていたものを行うようになったのです。多くの女性は家族をサポートするために、農業や

漁業などの非伝統的な経済活動に従事しました。   

 

  自営業のための融資を行おうという組織は多く存在しましたが、大多数の女性は、収入を生み

出す活動を始めるための土地や技術ノウハウを持っていないために融資を受ける自信がありませ

んでした。このような状況を鑑み、政府機関や NGO はこういった活動をサポートするために、これら

の地域の能力ある女性の活用に乗り出しました。これによって、潜在力を持つ女性たちが一歩足を

踏み出し、利用可能な支援サービスの利益を享受できるようにと提唱するスキルを持つ女性コミュ

ニティリーダーが多く輩出される基盤ができました。彼女たちはトレーニングを企画し、貧しい女性

に融資の支援を行いました。 

 

  戦後開発期間中、ほぼすべてのプロジェクトでジェンダーの問題に焦点が当てられ、女性による

リーダーシップの推進を目的とした支援活動が多く行われました。また政府は、女性団体と連携す

るため、また生活の問題や住宅需要について議論し取り組む場所と手段を提供する女性委員会を

設立するために、地方の開発担当者として女性を採用しました。  



  スリランカの女性はまた、身の危険や文化の壁があっても、戦争の初期においてさえ和平への

取り組みに積極的でした。息子たちの失踪、誘拐と殺害に抗議する北東部と南部のマザーズ・フロ

ントなどの組織は、この期間に結成されました。 

 

  女性グループは女性国内避難民に対する軍の虐待にも抗議し、これらのコミュニティの安全確

保のために警察と軍隊における女性オフィサーの登用を提唱しました。彼女たちは、女性への暴力

に関する和解プロセスおよび法執行機関の強化における女性の参加拡大を提唱しました。 

 

  女性のコミュニティリーダーや女性の率いる組織は、貧しい女性に対する支援や多大なサービ

スを提供するだけでなく、現在の和解と復興プロセスに存在するギャップを埋める努力もしています。

政府も、ジェンダーに配慮したプロセスにより重点を置き、女性に対象を絞った支援を提供すること

にしっかりと取り組まなければなりません。さらに、国際援助機関もジェンダーに配慮したアプロー

チを採用し、戦争未亡人や女性世帯主のようなより貧しい女性が生活をたてなおし、経済的自立が

できるような直接的支援をしなければなりません。 

 


